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ミュニティ活動への支援 大事業

中事業

事業種別 継続 関連個別計画

事業年度 無し ～ 無し 担当課・担当課長・Tel 市民自治振興課 建畠　彩美 435-1045

事業実施の根拠法令 関連
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１　事業内容
（「誰・何」をどういう状態にするための事業か） 全体事業概要
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ス化して公開するとともに他の主体とのマッチングに活

事

かす。

事
業
内
容

令和0

ッ

務

3年度 令和04年度 令

事

和05年度 令和06年

業

度 令和07年度

市民公

N

益活動を行う団体・個

o

市民公益活動を行う団

事

体・個 市民公益活動を

業

行う団体・個 市民公益

名

活動を行う団体・個 市

[

民公益活動を行う団体

事

・個

人のネットワーク

ク

業

化を図り、 人のネット

基

ワーク化を図り、 人の

本

ネットワーク化を図り

情

、 人のネットワーク化

報

を図り、 人のネットワ

]

ーク化を図り、

活動の

1

紹介を行う。地域フロ

7

活動の紹介を行う。地

4

域フロ 活動の紹介を行

6

う。地域フロ 活動の紹

シ

2

介を行う。地域フロ 活

地

動の紹介を行う。地域

域

フロ

ンティアセンター

フ

を地域と学 ンティアセ

ロ

ンターを地域と学 ンテ

ン

ィアセンターを地域と

テ

学 ンティアセンターを

ィ

地域と学 ンティアセン

ア

ターを地域と学

生を繋

セ

げるプラットホームと

ー

ン

生を繋げるプラットホ

タ

ームと 生を繋げるプラ

ー

ットホームと 生を繋げ

事

るプラットホームと 生

業

を繋げるプラットホー

事

ムと

しての機能を持た

業

せた地域連 しての機能

区

を持たせた地域連 して

分

の機能を持たせた地域

(

連 しての機能を持たせ



性]事業手段は妥当か ○ 現行の手段でよい 一部見直しが必要 見直しが必要

[妥当性]官民の役割は妥当か ○ 市が行うべき 他の主体との協働も可能 市が行う必要性は薄れている

[妥当性]緊急的に取り組む必要はあるか 急いで取り組む ○ 中長期的に取り組む 緊急性は薄い

[有効性]更に効果が期待できるか ○ できる あまりできない できない

[有効性]成果目標はどの程度達成しているか ○ 達成している（90%以上） おおむね達成（70～90%未満） 達成していない（70%未満）

[有効性]上位施策への貢献度 重要かつ高い貢献度がある ○ 一定の貢献度がある 貢献度は低い

[効率性]事業費を抑制できるか できない ○ 制約はあるが可能性はある できる

[効率性]受益者負担の見直し 適正 ○ 負担は求められない 見直しが必要
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市民公益活動登録者総数は目標値を上回っており、地域フロンティアセンターのミーティングルーム利用団体数については
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